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１． 研究の目的・背景 

本研究では，中小規模分散型，かつ，安全・安心な独立型電源の革新的イノベーション技

術の一つとして，集魚目的の浮漁礁を有効活用しつつ，波浪・潮流・海流の海洋エネルギー

を獲得することが可能な海洋エネルギープラットフォーム EFHAS，ならびに，EFHAS に適

合した発電デバイス（高性能な柔軟発電デバイス）を新たに提案・開発することを目的とし

ている．本 EFHAS は，漁業活動との協調性が極めて高く，集魚灯・航路灯・海洋環境およ

び防災情報の無線通信センサー機器への独立電源として利用可能である． 

近年の波力・潮流発電の研究開発動向は，大規模電源の確保と高効率化の観点から大型化

が急速化している．しかしながら，このような傾向は，着床式や浮体式プラットフォームの

全体構造の大型化，建造およびメンテナンス費用の増大，安全面の低下等，新たな問題を引

き起こしている．そのため，本格的な普及・実用化が進まない要因の一つともなっている．

また，漁業者の操業区域を侵害し，漁業権等の既得権益と雇用を損なう問題も発生している．

その一方で，我国における大規模集約型電源インフラは，自然災害によるダメージやそれに

伴う電力損失が極めて大きい．このため，地産地消型・中小規模分散型で，かつ，安全・安

心な独立型電源の革新的イノベーションが緊急課題となっている． 

以上の背景を踏まえ，申請者は，集魚を目的とした浮漁礁（表層・中層）を有効活用しつ

つ，波浪エネルギーや潮流・海流のエネルギーを獲得するための浮漁礁型海洋エネルギープ

ラットフォーム EFHAS の研究を行う． 

上述したコンセプトに基づく浮漁礁型海洋エネルギープラットフォーム EFHAS は，これ

まで国内外において研究・施工・調査事例がない．また，これに適合する潮流発電タービン

と高性能な柔軟発電デバイスの研究開発・設計事例はない．特に，ここで開発するスプレー

型圧電デバイスは，申請者が独自開発を続けているエネルギー・ハーベスティング技術の一

つであり，国内外において類似の例がない状況にある． 

以上のことから，本研究で開発する EFHAS は，海洋環境を維持・発展させつつ，新たな

発電機能を付加価値として創出するものである．そのため，電源確保の厳しい沿岸・外洋域

において，集魚灯，航路灯，海洋環境および防災情報などの無線センサー機器への電力供給

が可能となり，漁業資源・漁業者との共生・独立電源型の革新的イノベーション技術の一つ

に成り得ると考えられる． 

 



 

 

２．研究成果及び考察（申請時の計画に対する達成度合を織込む） 

H27 年度に，図-1 に示す通り，高性能柔軟発電デバイスの試作品を開発し，室内におい

て波浪試験および潮流試験を実施した．また，はり理論のモード解析法と圧電方程式を組み

合わせた柔軟発電デバイスの発電理論計算ツールを開発し，デバイスの最適化を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

上述の成果を踏まえ， H28 年度は，浮漁礁型海洋エネルギープラットフォーム EFHAS

の水槽試験およびフィールド試験を実施した．まず始めに，図-2 に示す浮漁礁の本体に作用

する流体力と浮体安定性について，微小振幅波理論に基づく設計計算を行った．想定海域お

よび実機サイズの浮漁礁（高さ 5.4m，直径 1.5m，設置水深 1000m）に使用する材料・重

量・個数を考慮して，喫水・重心・浮心・メタセンター高さを算出し，静力学的安定性の評

価を行った．次に，礁体に作用する波，流れ，風力および吹送流について，対象海域の様々

な気象海象条件を想定し，礁体と係留索の構造強度・材料強度の設計要求を満足するよう設

計を行った．その後，水槽試験をした後，EFHAS および高性能な柔軟発電デバイスを製作

し，図-3 に示す現地フィールド試験を実施し，所定の発電量と運動性能を確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 高性能な柔軟発電デバイスの構造様式と試作品 

図-2 海洋エネルギープラットフォームの設計概要 

図-3 現地フィールド試

験の状況および高性能な

柔軟発電デバイスの設置

状況 



３．経費の使用状況（申請時の計画に対する実績を記述） 

H27～28 年度計画では合計 120 万円を計上していた．申請時の計画に比べて，フィール

ド調査・学会旅費（学生 2 名）がやや増えたが，備品および室内試験，学生謝金等について

は当初予定通りとなった．なお，本研究において不足する費用は，校費による補てんを行う

こととした．これに対する実績は以下の通りである． 

具体的な使途は，次の通りである．備品は，防水型加速度変換器，データロガー，ひずみ

計測ユニット，AC アダプターを購入し，合計 38.9 万となった．また，数値シミュレーショ

ンの実施およびそのデータ解析補助として学生謝金 18 万，さらに，フィールド計測調査 4.2

万，フィールド計測，情報交換および研究成果の学会発表旅費に 44.5 万，その他，工作費

として 14.2 万を使用した．なお，詳しくは，会計報告書に記載との通りである． 

４．将来展望（今後の発展性、実用化の見込み等について記述） 

本研究において，本格的な浮漁礁型海洋エネルギープラットフォーム EFHAS の実用化に

向けた基礎的研究を行うことができた．特に，1) 高性能な柔軟発電デバイスの開発とそれ

を搭載した場合の EFHAS の基本設計，2) デバイスの理論設計支援ツールの開発，3) 波・

流れ作用下における EFHAS の係留・運動特性の解明，4) EFHAS に適合した高性能な発電

デバイスの設計製作および発電性能の検証，さらには，5) フィールド試験を実施した．以

上のことから，本研究期間中に，浮漁礁型海洋エネルギープラットフォーム EFHAS の学術

的な知見とその設計指針を得ることできた． 

今後は，発電デバイスの発電量，蓄電量，変形特性，耐候性，耐久性，付着生物などにつ

いて，さらに調べる予定である．また，実用化を見据えて，小型蓄電体，ワイヤレス機器，

計測センサー，GPS 等と柔軟発電デバイスを接続し，自立電源ユニットとしての機能性と有

用性を検証する必要がある．その後，再度，1 年間の長期実証フィールド試験を実施し，年

間の発電性能，耐久性能を検証し，その成果を踏まえ，5 年後には実用化が見込めるものと

考えられる． 
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